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私たちは、日常生活の中でたくさんのことを“選択”して過ごしています。

何を食べるか何を着るか⋯？？

お化粧品についても同じとお考えください。

お肌が欲しているもの・欲している量には日々変動があります。

毎日、決めたアイテムを決めた量でお肌に与えるのではなく、

その日ごとにお肌と対話して必要なアイテム・必要な量を

選択していけるようになることが、ベストなスキンケア方法です。

そしてもうひとつ大切なことは手の使い方や呼吸。

次のページの「アイテム別の使い方ポイント」をご覧になっていただきながら、

復習してまいりましょう！

☆スキンケアの重要３ポイント

１．栄養が豊富なアイテムやパックなど⋯アクティブなケアは肌が元気な時に！

２．オイルやクリームなどは一度にたくさんの量を入れこもうとしない！

３．お肌が弱っている時は、とにかく基本に立ち返り、水分・油分補給を丁寧に！

oror

?



●クレンジングと洗顔

落とし残し、洗い残しはありませんか？

特に注意が必要なのは、「生え際・こめかみ・あご下のライン」です。

頭とお顔、お顔と首の境目。

意識の中にある“顔”より一回り広い範囲までをしっかり意識して

汚れを落としてまいりましょう。

POINT

①	
�   小鼻の周りや凹凸は薬指など、細い指を使う。

②	
�   クレンジングの際、使用量は多めにする。

　	
�   （手の滑りが悪いと、摩擦がおこり、シワの原因に⋯）

③	
�   圧はかけすぎずに、“くるくる”と指を滑らせるイメージで。

●化粧水

「保水/補水」⋯ごくごくたっぷり、肌細胞たちにお水を飲ませるようなつもりで。

1セット＝5スプレー	
�   ⇨	
�   ハンドプレス（手のひらをお肌に圧着する）

POINT

①	
�   ハンドプレスの時は、しっかり手指⋯指先までをお顔の丸みにそわせる。

②	
�   手の動かし方は深い呼吸に合わせてゆったりと。

③	
�   1セットを最低でも3～ 5回繰り返す。
※お時間に余裕のある時は、回数を増やして。

＜番外編＞

なかなか水分を吸収していかない時はお肌が固くなっているサイン？！

そのような時には、まず、ご入浴時などにゆったり湯船につかりながら

オイルマッサージが効果的！

●美容液

量はあずき粒大。全体になじみましたら、こちらもしっかりハンドプレス！

POINT

化粧水の最後のセットの時に、お肌表面に少し水分が

残った状態で塗布する。（浸透が高まります！）

アイテム別の使い方ポイント



●スキンオイル

＜美容液代わりに使用する場合＞

美容液と同様にお肌表面に少し水分が残った状態で塗布。

1回に使用する量は多くても2～ 3滴程。

＜クリームなしでオイルで仕上げる場合＞

化粧水	
�   ⇨	
�   オイル	
�   を数回繰り返します。

トータルとしてお肌に入れ込むオイルの量が

6滴とした場合、化粧水後に、一気に6滴入れ込むのではなく、

化粧水	
�   ⇨	
�   オイル2滴のサイクルを3回繰り返すほうが

浸透がよくなります。

このひと手間が大切です。一気に入れ込もうとすると、

許容量を超えて、なかなかうまく入り込んでくれません。

＜マッサージに使用する場合＞

いつもよりちょっぴり贅沢なケア方法。

使用量は100円玉大位のたっぷりで。

くるくると円を描くように、力は控え目に！

POINT	
�
    	
�
    

いずれのパターンもオイルは手のひらで温めてから。

●クリーム

たくさんの量は必要ありません。

耳かき1/5程度でお顔全体に行き渡ります。

手のひらで温め、全体になじませます。

お悩みが深い部位には更に少量を丁寧に重ね塗り。

POINT	
�
    	
�
    

お目元の周りは特にデリケート。無理に力を入れずに

優しくなじませましょう。指を動かす方向は一定に。



最後までお読みくださいましてありがとうございました。

ご使用方法につきまして、ご不明な点やご不安な点がございましたら、

お電話やメールでのお問い合わせも受け付けております。

青山店店頭では、実際にお化粧品をご体感いただきながら、

手の使い方のアドバイスもさせて頂きます。

お気軽にお申し付けくださいませ。
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